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十
月
下
旬
、
昨
年
度
勤
務
し
て
い
た
上
越

市
立
諏
訪
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
児
童
数
は
二
十
二
名
、

入
り
の
時
間
や
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。

完
全
複
式
の
学
校
で
す
。
私
に
は
、
お
気
に

朝
、
児
童
玄
関
前
で
職
員
が
子
ど
も
た
ち

を
迎
え
ま
す
。
登
校
し
た
子
ど
も
た
ち
は
下

駄
箱
前
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
き
、
あ
い
さ
つ

に
加
わ
り
ま
す
。
最
後
の
班
が
登
校
す
る
と

皆
で
玄
関
に
入
り
、
教
室
に
向
か
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
時
間

や
風
景
が
大
好
き
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
素

敵
な
時
間
を
過
ご
し
た
学
校
が
今
年
度
末
で

閉
校
に
な
る
と
い
う
現
実
。
少
子
化
の
流
れ

の
中
と
は
い
え
、
と
て
も
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

他
方
、
現
任
校
で
あ
る
大
手
町
小
に
も
、

同
様
に
お
気
に
入
り
の
時
間
や
風
景
が
あ
り

ま
す
。
紙
面
の
都
合
で
紹
介
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
き
っ
と
県
内
四
三
〇
校
の
小
学
校
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
素
敵
な
「
そ
の
学
校
ら
し
い
時

間
や
風
景
」
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
、
令
和
七
年
度
の
教
育

大
切
に
し
た
い
「
そ
の
学
校
ら
し
さ
」

課
程
を
検
討
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
働

き
方
改
革
に
お
け
る
学
校
の
業
務
改
善
が
限

界
と
も
言
わ
れ
る
中
、「
や
れ
る
こ
と
は
ま

だ
あ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
本
当
に
必
要
な

こ
と
の
精
選
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
ま
で
や
っ
て

い
た
行
事
や
活
動
を
新
た
な
形
と
し
て
創
り

直
す
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な

と
き
に
大
切
に
な
る
の
が
、「
そ
の
学
校
ら

ま
す
。

し
さ
」
や
「
職
員
集
団
の
思
い
」
だ
と
考
え

校
長
は
、
そ
の
検
討
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
型

ウ
イ
ル
ス
が
五
類
に
移
行
し
て
一
年
半
。
こ

の
先
の
学
校
像
を
ど
の
よ
う
に
見
据
え
、
自

校
を
導
く
の
か
。
校
長
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。

私
は
「
大
手
町
小
ら
し
さ
」
や
「
職
員
の
思

い
を
引
き
出
す
こ
と
」
を
大
切
に
し
、
次
年

度
の
教
育
課
程
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
次

年
度
、
各
校
で
そ
の
学
校
ら
し
い
様
々
な
教

育
課
程
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

�

新
潟
県
小
学
校
長
会

副
会
長

藤

本

高

雄

郡 市
政令指定都市
だ よ り

専
門
部
活
動
に
お
い
て
各
施
策
に
対
応
さ

せ
な
が
ら
情
報
収
集
を
進
め
る
と
と
も
に
、

専
門
部
間
及
び
教
育
委
員
会
と
の
緊
密
な
連

携
を
図
り
、
新
潟
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

に
迫
っ
て
い
る
。
ま
た
、
区
校
長
会
で
は
各

区
の
課
題
を
明
確
に
し
、
今
日
的
な
課
題
に

つ
い
て
協
力
し
て
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
。

【
重�

点
二
】
子
ど
も
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
目
指
し
た
学
校
づ
く
り

全
体
研
修
や
区
の
研
修
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、
学
校
経
営
者
と
し
て
の
資
質
、
指
導

力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
際
、

課
題
解
決
に
向
け
た
効
果
的
で
効
率
的
な
研

修
や
会
議
の
運
営
改
善
を
進
め
て
い
る
。

【
重�

点
三
】
直
面
す
る
教
育
課
題
に
創
意

実を
も
っ
て
対
応
す
る
校
長
会
活
動
の
充

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
推
進
、
若
手
教
職
員
の
人
材
育
成
、

働
き
方
改
革
等
の
直
面
す
る
教
育
課
題
の
解

決
に
向
け
た
情
報
共
有
を
図
り
、
方
策
の
検

討
や
市
へ
の
提
言
な
ど
、
組
織
的
な
取
組
に

よ
っ
て
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
に
「
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
」
を
育
成

す
る
べ
く
、
会
員
の
総
力
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

新
潟
市
小
学
校
長
会
は
、
本
市
教
育
の
充

実
・
発
展
の
た
め
に
、
真
摯
に
研
究
と
実
践

を
重
ね
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
そ

の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て
真
の
「
チ
ー

ム
学
校
」
を
構
築
し
、
将
来
の
予
測
が
困
難

な
中
に
あ
っ
て
も
未
来
を
見
据
え
た
学
校
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一

活
動
の
基
本
方
針

㈠�

新
潟
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
と
自

校
の
教
育
課
題
の
解
決
を
図
る
。

㈡�

子
ど
も
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
目
指
し
、
創
意
あ
る
教
育
課
程
の
編

成
と
実
現
を
図
る
学
校
経
営
力
の
向
上

に
努
め
る
。

㈢�

教
職
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
目

指
し
、
直
面
す
る
教
育
課
題
や
働
き
方

改
革
を
含
め
た
教
育
諸
条
件
の
整
備
・

改
善
に
対
し
て
、
実
効
性
の
あ
る
方
策

を
提
案
す
る
。

㈣�

市
及
び
市
教
育
委
員
会
や
各
種
団
体

と
の
連
携
・
協
働
を
図
り
、
関
東
甲
信

越
地
区
小
学
校
長
研
究
協
議
会
新
潟
大

会
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
。

二

活
動
の
重
点

【
重�

点
一
】
新
潟
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

動
の
充
実

現
に
向
け
た
専
門
部
・
区
校
長
会
の
活

新
潟
市
小
学
校
長
会

「
自
立
し
た
校
長
会
」
を
目
指
し
て
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第
七
十
六
回 

全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究
協
議
会

徳
島
大
会 

報
告

十
月
、
第
七
十
六
回
全
国
連
合
小
学
校
長

会
研
究
協
議
会
徳
島
大
会
が
、
昨
年
度
の
東

京
大
会
に
引
き
続
き
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
参
集
型

で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
主
題
及
び
副
題
は
、「
自
ら
未
来
を

拓
き 

と
も
に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創
る

進日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推

～
夢
と
志
を
持
っ
て 

多
様
な
人
々
と

協
働
し
な
が
ら 

持
続
可
能
で
豊
か
な
未
来

の
推
進
～
」
で
あ
る
。

を
切
り
拓
い
て
い
く
人
財
を
育
む
学
校
経
営

一【
一
日
目
】

開
会
式

山
田
浩
之
大
会
副
会
長
（
新
潟
県
小
学
校

長
会
会
長
）
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
で
開
会
。

大
会
会
長
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
と
続
い
た
。
中

で
も
、
徳
島
市
長
の
あ
わ
お
ど
り
で
会
場
は

拍
手
喝
采
と
な
っ
た
。

二

文
部
科
学
省
講
話

（
文
部
科
学
審
議
官

矢
野
和
彦
氏
）

開
会
式
の
後
、
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
に
て
、
文
部
科
学
審
議
官

矢
野
和
彦
氏
よ
り
「
教
師
を
取
り
巻
く
環
境

整
備
と
今
後
の
教
育
課
程
等
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
と
い
う
演
題
で
講
話
が
あ
っ
た
。
働

き
方
改
革
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、
次

期
学
習
指
導
要
領
、
特
別
支
援
教
育
の
四
点

に
つ
い
て
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
文
部
科
学

省
も
現
場
の
実
態
を
把
握
し
て
お
り
、
確
実

に
対
応
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三

分
科
会

一
日
目
午
後
の
分
科
会
は
、
五
領
域
十
三

分
科
会
が
五
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

第
Ⅰ
領
域
「
学
校
経
営
」
の
第
一
分
科
会

「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
参
加
し
た
。
研
究
課

題
を
「
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
学
校
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
」
と
し
、「
未
来
を
切
り
拓

く
力
を
育
む
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
」、

「
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
創
意
と
工

夫
に
満
ち
た
学
校
経
営
の
推
進
」
の
二
つ
の

視
点
か
ら
二
事
例
に
つ
い
て
の
発
表
と
グ
ル

ー
プ
協
議
が
行
わ
れ
た
。

【
分
科
会

視
点
①
】

「
笑
顔
」
と
「
創
造
」
か
ら
「
成
長
」
を

目
指
す
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

～
周
年
事
業
を
核
と
し
た

組
織
目
標
の
設
定
か
ら
展
開
す
る

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
～

三
か
年
を
見
通
し
た
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

を
、
一
年
目
「
Ｔ
ｒ
ｙ
」、
二
年
目
「
Ｃ
ｈ

ａ
ｎ
ｇ
ｅ
」、
三
年
目
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ

ｇ
ｅ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
す
こ
と
で

共
有
化
と
意
識
化
を
図
っ
た
取
組
で
、
周
年

行
事
を
核
と
し
た
実
践
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
作
成
、
若
手
教
員
の
参
画
意
識

も
高
め
る
組
織
づ
く
り
等
に
よ
り
、
活
力
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
創
造
と
創
意

あ
ふ
れ
る
実
践
の
報
告
で
あ
っ
た
。

【
分
科
会

視
点
②
】

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
、

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

～
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の

具
現
化
を
通
し
て
～

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
、

活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
幼

保
小
の
円
滑
な
接
続
に
お
け
る
文
科
省
指
定

「
幼
保
小
の
架
け
橋
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
活

用
し
た
取
組
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
及
び
地
域
学
校
協
働
本
部
の
取
組
に
つ
い

て
の
報
告
で
あ
っ
た
。

幼
保
小
中
連
携
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
推
進
に
よ
り
、
地
域
全
体
が
ひ
と
つ
の

チ
ー
ム
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
成
し
て
い
る

実
践
で
あ
っ
た
。

一【
二
日
目
】

全
体
会

研
究
協
議
の
ま
と
め
と
大
会
宣
言
が
行
わ

二れ
た
。講

演

「
神
山
ま
る
ご
と
高
専
の
挑
戦
～
徳
島
発
、

新
し
い
教
育
の
カ
タ
チ
～
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
神
山
ま
る
ご
と
高
等
専
門
学
校
事
務
局
長

松
坂
孝
紀
氏
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。

学
生
を
大
人
と
信
じ
、
行
き
過
ぎ
た
支

援
・
先
回
り
支
援
は
行
わ
ず
、
学
生
の
「
や

り
た
い
」
を
応
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
の
お
話
で
あ
っ
た
。

三

閉
会
式

大
会
会
長
に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
、
次
期
開

催
県
（
福
岡
）
代
表
挨
拶
等
が
あ
っ
た
。
福

岡
大
会
の
Ｐ
Ｖ
が
あ
ま
り
に
も
魅
力
的
で
、

来
年
度
も
参
加
し
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

講
話
、
実
践
校
の
発
表
、
講
演
会
と
、
ど

れ
も
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
向
け
た

示
唆
に
富
ん
で
お
り
、
実
り
の
多
い
大
会
と

な
っ
た
。

日
時

十
月
二
十
四
日
（
木
）
～
二
十
五
日
（
金
）

会
場

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

他

大会の概要
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当
校
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
桜
の
樹

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
児
童
が
花
、
教
職

員
が
枝
や
幹
と
な
っ
て
児
童
を
支
え
る
。
そ

し
て
、
学
校
運
営
協
議
会
と
学
校
支
援
本
部

が
根
と
な
り
、
大
地
で
学
校
を
支
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

二り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
目
標
「
よ
り
よ
く
か
か
わ
る
」

昨
年
度
開
催
さ
れ
た
春
日
中
学
校
区
合
同

学
校
運
営
協
議
会
で
、
未
来
の
春
日
地
域
に

は
「
か
か
わ
り
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
意

見
を
地
域
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
。
現
代
社

会
は
感
染
症
の
流
行
や
情
報
化
の
進
展
に
よ

っ
て
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
学
び
の
対
象
（
人
・
も
の
・

こ
と
）、
社
会
、
生
活
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど

様
々
な
も
の
と
適
切
に
か
か
わ
る
た
め
の
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
年
度
、
謙
信
公
の
義
の
心
に

も
つ
な
が
る
「
よ
り
よ
く
か
か
わ
る
」
を
新

し
い
教
育
目
標
と
し
た
。
短
い
言
葉
で
あ
る

が
、「
よ
り
主
体
的
に
、
よ
り
対
話
的
に
、

よ
り
協
働
的
に
、
よ
り
健
康
的
に
、
よ
り
深

く
」「
寄
り
添
う
、
見
つ
め
る
、
調
整
す
る
、

学
ぶ
、
考
え
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

新
し
い
教
育
目
標
が
、
地
域
と
学
校
が
共
有

携
を
重
視
し
て
い
く
。

す
る
目
標
と
な
っ
て
い
く
よ
う
地
域
と
の
連

小
中
九
年
間
を
見
通
し

た
児
童
生
徒
の
社
会
性

の
育
成
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
諸
活
動
か

ら
成
果
と
課
題
を
明
確

に
し
、
持
続
可
能
で
教

育
効
果
を
上
げ
る
活
動

を
随
時
模
索
し
て
い
る
。

二

異
学
年
集
団
に
よ
る
人
間
関
係
づ
く
り

日
常
の
清
掃
活
動
だ

け
で
な
く
、
児
童
会
活

動
等
に
お
い
て
も
縦
割

り
班
活
動
を
意
図
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
。
昨

年
度
の
創
立
百
五
十
周

年
事
業
と
し
て
、
縦
割

り
遠
足
を
実
施
し
た
。
学
区
の
地
域
探
訪
の

コ
ー
ス
途
中
に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
地
域
に
関
わ
る
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
、

地
域
理
解
も
図
っ
た
。
高
学
年
を
中
心
に
班

を
ま
と
め
、
と
て
も
有
意
義
な
活
動
で
あ
り
、

今
年
度
実
施
し
た
。

現
在
、
校
舎
老
朽
化
と
児
童
増
加
を
見
込

ん
だ
大
規
模
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

新
し
い
校
舎
で
も
、
大
切
に
し
て
き
た
教
育

活
動
を
継
続
し
、
健
や
か
な
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
す
。

上
越
市
立
春
日
小
学
校

阿
賀
野
市
立
京
ヶ
瀬
小
学
校

義
の
心
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

       

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

地
域
・
校
園
間
の
連
携
で

                 

子
ど
も
を
育
て
る

当
校
は
、
義
の
武
将
上
杉
謙
信
公
の
居
城

が
あ
っ
た
春
日
山
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、
総

合
的
な
学
習
で
春
日
山
の
保
全
活
動
に
取
り

組
ん
だ
り
、「
謙
信
公
祭
」
に
毎
年
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
、
全
校
児
童
七
二
四
人
が
教

職
員
六
十
一
人
と
と
も
に
地
域
の
歴
史
や
文

が
り
を
深
め
て
い
る
。

化
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
と
の
つ
な

一

地
域
と
と
も
に
創
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

当
校
は
、
十
三
年
前
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
四
月

と
八
月
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
検
討
会
を
開
催
し
、

学
校
運
営
協
議
会
委
員
、
学
校
支
援
本
部
の

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
市
の
文
化
振
興

課
の
職
員
か
ら
、
各
学
年
の
教
育
活
動
計
画

に
対
す
る
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
教
員
が
行
う
の
は
当

然
で
あ
る
が
、
教
員
は
人
事
異
動
に
よ
っ
て

動
く
「
風
の
人
」
で
あ
り
、
長
く
地
域
に
住

む
方
々
「
地
の
人
」
の
視
点
や
経
験
を
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
学
校
運
営

協
議
会
の
委
員
や
学
校
支
援
本
部
の
協
力
者

は
、
活
動
計
画
に
助
言
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

実
際
の
教
育
活
動
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
お

り
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
活

動
を
創
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
校

上
げ
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
地
域
と
と
も
に
築
き

当
校
は
、
昨
年
度
創
立
百
五
十
周
年
を
迎

え
た
伝
統
校
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
に
駒
林

小
学
校
と
、
平
成
二
十
六
年
に
前
山
小
学
校

と
統
合
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
新
潟
市

に
隣
接
し
て
い
る
地
域
の
せ
い
か
、
児
童
生

徒
が
減
少
し
て
い
る
昨
今
、
当
校
は
増
加
傾

の
中
規
模
校
で
あ
る
。

向
に
あ
り
、
今
年
度
の
児
童
数
は
三
六
二
人

教
育
目
標
「
進
ん
で
行
う  

強
い
子
ど
も
」

の
具
現
に
向
け
、
特
に
重
点
活
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
二
点
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

幼
保
こ
ど
も
園
小
中
連
携
の
強
化

幼
保
小
の
連
携
に
お
い
て
、「
架
け
橋
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
五
歳
児
と
小
一
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
体
的
に
捉
え
、
連
携
し

て
教
育
内
容
の
理
解
・
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
五
歳
児
を
一
年
生
が
小

学
校
に
招
待
し
、
学
習
の
発
表
や
校
舎
案
内

を
通
し
、
一
年
生
が
主
体
的
に
活
動
し
た
り
、

園
児
の
入
学
へ
の
希
望
を
膨
ら
ま
せ
た
り
し

て
い
る
。

ま
た
、
小
中
の
連
携
に
お
い
て
は
、
Ｋ
Ｃ

Ａ
（
京
ヶ
瀬
中
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
組
織
が
あ
る
。
児

童
生
徒
や
職
員
が
小
中
双
方
の
授
業
参
観
、

同
じ
期
間
に
あ
い
さ
つ
運
動
の
実
施
、
商
工

会
等
と
連
携
し
た
学
区
の
花
壇
の
整
備
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、

学校紹介

学校紹介
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自
然
と
歴
史
が
息
づ
く

             「
ふ
る
さ
と
」

郷土
風土記

は
じ
め
に

当
校
が
あ
る
柏
崎
市
米
山
地
区
は
、
佐
渡

弥
彦
米
山
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

自
然
が
大
変
豊
か
で
す
。
ま
た
、
妻
入
り
の

街
並
み
が
残
る
な
ど
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く

地
域
で
す
。
そ
の
一
端
と
、「
ふ
る
さ
と
」

米
山
福
浦
八
景

浸
る
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

米
山
地
区
の
素
晴
ら
し
さ
に
子
ど
も
た
ち
が

聖
ヶ
鼻
か
ら
番
神
岬
に
か
け
て
の
約
十
二

㎞
に
は
起
伏
に
富
ん
だ
美
し
い
海
岸
線
が
続

い
て
い
ま
す
。
珍
し
い
形
状
を
し
た
岩
石
や

洞
窟
な
ど
が
点
在
し
、
特
に
美
し
い
八
つ
の

景
観
を
米
山
福
浦
八
景
と
呼
び
ま
す
。

洞
窟
の
一
つ
、
福
浦
猩
々
洞
（
し
ょ
う
じ

ょ
う
ど
う
）
に
は
、
三
種
類
約
二
万
頭
の
コ

ウ
モ
リ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
全
国
で
も
珍

し
い
洞
穴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
潟
県
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
柏
崎
市
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も
コ
ウ
モ
リ
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
岬
に
は
褶
曲
し
た
貴
重
な
地
層
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
層
の
上
下
部
分

は
整
然
と
し
て
乱
れ
て
い
な
い
の
に
、
中
央

部
は
不
規
則
に
曲
が
っ
た
り
、
途
切
れ
た
り

し
て
い
る
田
塚
鼻
の
牛
ヶ
首
層
内
褶
曲
か
ら

は
壮
大
な
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
金
の
道
」
北
國
街
道

七
月
二
十
七
日
に
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
佐
渡
島
の

金
山
」。
そ
の
金
銀
を
江
戸
ま
で
運
ぶ
重
要

な
道
路
で
あ
っ
た
の
が
北
國
街
道
で
す
。

出
雲
崎
湊
に

陸
揚
げ
さ
れ
た

御
金
荷（
金
銀
）

は
、
ま
ず
出
雲

崎
宿
の
人
馬
で

柏
崎
宿
ま
で
運

ば
れ
ま
す
。
そ

れ
を
受
け
た
柏

崎
宿
が
御
金
蔵

の
あ
る
鉢
崎
宿
、
現
在
の
米
山
町
ま
で
運
ぶ

と
い
う
一
日
が
か
り
の
大
仕
事
で
し
た
。
一

回
の
輸
送
で
宿
場
が
出
す
馬
は
、
お
よ
そ
四

十
～
七
十
頭
だ
っ
た
と
言
わ
れ
、
金
銀
の
産

出
が
多
か
っ
た
時
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

ず
、
宿
場
近
郷
の
村
々
に
助
郷
役
を
課
し
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
て
御
金
荷

が
江
戸
城
内
に
到
着
す
る
の
は
、
出
雲
崎
を

出
発
し
て
十
一
日
目
で
し
た
。

鉢
崎
関
所
・
御
金
蔵

鯨
波
か
ら
鉢
崎
（
現
米
山
町
）
ま
で
は

「
米
山
三
里
」
と
言
わ
れ
る
交
通
の
難
所
で

し
た
。
こ
の
三
里
に
亀
割
坂
な
ど
が
あ
り
、

高
低
差
約
四
十
ｍ
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
く
、

険
し
い
道
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
地
形

を
生
か
し
て
、
全
国
五
十
三
関
所
の
一
つ
で

あ
る
鉢
崎
関
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

奉
行
と
し
て
着
任
し
た
竹
村
市
之
丞
の

「
鉢
崎
関
所
勤
め
方
日
記
」
に
は
、
柏
崎
宿

か
ら
届
く
御
金
荷
の
受
け
渡
し
場
所
が
現
在

の
青
海
川
で
あ
っ
た
こ
と
や
金
を
十
六
駄

（
馬
一
頭
に
負
わ
せ
る
荷
物
の
量
を
一
駄
と

し
、
一
駄
は
一
三
五
㎏
）
を
受
け
取
っ
た
こ

と
、
当
番
の
足
軽
に
御
金
蔵
の
見
回
り
を
一

晩
中
さ
せ
る
な
ど
厳
重
な
警
備
で
臨
ん
だ
こ

と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
も
、
鉢
崎
関
所
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

鉢
崎
宿

交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鉢
崎

は
宿
場
町
と
し
て
多
く
の
旅
宿
を
有
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
荷
役
の
中
継
基
地
と
し
て

も
に
ぎ
わ
い
、
馬
喰
宿
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

一
六
八
九
（
元
禄
二
）
年
の
夏
に
は
、「
奥

の
細
道
」
紀
行
で
松
尾
芭
蕉
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
出
雲
崎
か
ら
約
七
里
半
（
三
十
㎞
）
の

道
の
り
を
歩
い
て
、
た
ど
り
着
い
た
柏
崎
宿

で
し
た
が
、
宿
泊
を
断
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

仕
方
な
く
芭
蕉
と
弟
子
の
曽
良
は
、
さ
ら
に

約
四
里
（
十
六
㎞
）
あ
る
鉢
崎
ま
で
歩
き
、

た
わ
ら
屋
に
泊
ま
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま

す
。

「
ふ
る
さ
と
」
を
学
ぶ

他
に
も
米
山
地
区
に
は
、
間
宮
林
蔵
と
と

も
に
樺
太
が
離
島
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た

松
田
伝
十
郎
の
顕
彰
碑
、
国
指
定
重
要
文
化

財
の
大
泉
寺
観
音
堂
な
ど
、
豊
富
な
地
域
財

産
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
財
産
で
あ
る
自
然
や

歴
史
・
文
化
に
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
年
ふ
れ

る
機
会
が
、「
ふ
る
さ
と
遠
足
」
で
す
。
こ

れ
は
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
続
い
て
お
り
、
学

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
米
山
地
区
在
住
で

元
小
学
校
長
の
中
山
博
迪
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
全
校
遠
足
で

す
。「ふ

る
さ
と
遠
足
」
は
、
米
山
地
区
を
三

つ
に
分
け
て
、
三
年
間
で
一
巡
す
る
よ
う
に

計
画
さ
れ
、
六
年
間
で
同
じ
地
区
を
二
回
訪

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
よ
る
事
前
学
習
や
当
日
の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト

に
よ
っ
て
、
下
学
年
で
の
経
験
や
学
習
に
、

上
学
年
で
の
新
た
な
捉
え
が
加
わ
り
、
学
び

に
深
み
や
厚
み
が
増
す
よ
う
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

お
わ
り
に

地
域
と
協
働
し
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
」
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
、
子
ど
も
た

ち
の
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
切
に
思
う
心
を
育

ん
で
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
を
さ
ら
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

「※
参
考
文
献
・
参
考
資
料

�

柏
崎
・
刈
羽
ふ
る
さ
と
大
百
科
」
郷
土
出
版
社

「「
米
山
地
区
お
宝
探
訪
マ
ッ
プ
」

�

米
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
協
議
会

歴
史
講

座
報
告
書
」

柏
崎
市
米
山
地
区

米山町の町並


